
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
が
正
常
化
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
物
価
高
騰
や
円
安
は
依
然
と
し
て
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
も
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、オ
リ
ッ

ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
活
躍

は
、
私
達
に
感
動
を
与
え
、
地
域
に
元
気
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手
達
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
の
よ
う
に
、

令
和
６
年
の
県
政
も
、
だ
れ
も
が
夢
や
希
望
を
持
っ

て
挑
戦
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、「
攻
め
の
県
政
」

を
展
開
す
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准

　

障
害
者
に
関
す
る
初
め
て
の
国
際
条
約
で
あ
る
障

害
者
権
利
条
約
の
批
准
（
平
成
26
年
１
月
）
か
ら
間

も
な
く
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
こ
の

条
約
の
締
結
に
先
立
ち
障
害
者
基
本
法
の
改
正
（
平

成
23
年
８
月
）、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
成
立
（
平
成

24
年
６
月
）、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
成
立
及
び
障
害

　

ま
ず
は
、
若
者
・
Ｚ
世
代
へ
の
支
援
で
す
。

　

兵
庫
県
立
大
学
・
大
学
院
の
無
償
化
や
奨
学
金
返

済
支
援
の
拡
充
な
ど
、
結
婚
・
出
産
の
ハ
ー
ド
ル
に

も
な
っ
て
い
る
教
育
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
ま

た
、
海
外
へ
の
留
学
等
を
支
援
し
、
国
際
視
野
を
得

る
機
会
を
広
げ
ま
す
。
保
育
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
不
妊
治
療
支
援
や
若
い
世
代
に
向
け
た
住
宅

支
援
の
充
実
な
ど
、
兵
庫
で
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

た
い
と
い
う
希
望
を
叶
え
る
環
境
づ
く
り
も
進
め

ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
安
全
安
心
に
暮

ら
せ
る
“
共
生
社
会
”
を
実
現
し
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
増
加
す

る
な
か
、
被
害
者
の
８
割
を
占
め
る
高
齢
者
を
被
害

か
ら
守
る
た
め
、
全
国
一
の
規
模
で
集
中
的
に
対
策

を
強
化
し
ま
す
。
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
支
援

を
行
い
、自
転
車
死
亡
事
故
の
減
少
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
安
心
し
て

旅
行
が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
団
塊
世
代

の
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見

据
え
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
も

者
雇
用
促
進
法
の
改
正
（
平
成
25
年
６
月
）
な
ど
、

多
く
の
法
整
備
が
行
わ
れ
、
以
後
、
様
々
な
障
害
者

施
策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
こ
の
条
約
は
そ

の
制
定
過
程
に
お
い
て
障
害
者
団
体
が
参
画
し
、
発

言
の
機
会
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
障
害
者
自
身
の
意

見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
昨
年
、
国
連
か
ら
示
さ
れ
た
勧
告
で
も
障
害
者
施

策
の
改
善
に
際
し
て
は
障
害
者
団
体
と
の
密
接
な
連

携
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
こ
と
を
　
私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い
で
」

　

本
年
４
月
に
は
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
、
民
間
事
業
者
に
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義

務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
と
も
、
私
た
ち
障
害
者

の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
社
会
環
境
整
備

の
一
層
の
前
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

た
め
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
私
た
ち
の
こ
と

を　

私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い
で
」
と
の
権
利
条
約

注
力
し
ま
す
。

　

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
兵
庫
の
持
続

的
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
、
革
新
に
挑
む
地
場

産
業
、
地
域
に
根
付
く
芸
術
文
化
な
ど
、
兵
庫
各
地

の
人
々
の
営
み
に
は
、
世
界
が
持
続
可
能
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
の
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
大
阪

･

関
西
万
博
を
機
に
、
こ
う
し
た
現
場
に
国
内
外
の

人
々
を
誘
う「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
」

の
取
組
を
加
速
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
実
現

の
鍵
と
な
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、
有
機
農

業
の
拡
大
に
向
け
た
担
い
手
育
成
な
ど
、
持
続
的
な

成
長
を
支
え
る
取
組
を
先
導
し
ま
す
。

　　

県
政
推
進
に
あ
た
り
、
現
場
主
義
の
徹
底
と
対
話

重
視
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
現
場
に
足
を
運
び
、
地
域
の
皆
様
と
の
対

話
か
ら
出
て
く
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
施
策

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

兵
庫
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、
果
敢
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
精
神
を
踏
ま
え
、
障
害
者
理
解
の
発
信
者
と
し
て

主
体
的
に
行
動
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
障
害
者
関

係
団
体
が
緊
密
に
連
携
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　

兵
身
協
は
、
加
盟
団
体
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、

組
織
の
充
実
・
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
の
多
様
性

を
認
め
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
ざ
し
、
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
穏
や
か
で
幸
多
い
一
年
に
な
り

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長
　

木
村
　
佳
史

令
和
六
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

兵
庫
県
知
事

令
和
六
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

兵
庫
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
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本
岡　

秋
子　
　

岡
村　

町
子

安
武　

昭
弘　
　

馬
部　
　

勝

長
浜　

直
子　
　

松
井　

和
夫

清
水
美
穗
子　
　

目
木　

伸
幸

宮
下　

文
子　
　

坂
本　

泰
美

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貢
献
感
謝
を
受
け
ら
れ
た

１
団
体
と
１
名

あ
し
や
宙
の
会

東
川　

俊
之

　

そ
の
他
、「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

知
事
表
彰
を
は
じ
め
、
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理
事
長
表
彰
、
公
益

財
団
法
人
兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
福
祉
大
会
に
先
立
ち
、
芸

術
・
文
化
活
動
を
通
じ
て
障
害
者
の
自
己
実

現
と
社
会
参
加
を
進
め
、
交
流
を
通
し
て
共

感
と
感
動
の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
兵
庫
県
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
三
木
市
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
「
な
か

よ
し
太
鼓
」
に
始
ま
り
、
地
元
の
特
別
支
援

学
校
や
施
設
の
仲
間
に
よ
る
歌
や
楽
器
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

　

去
る
11
月
18
日
（
土
）
に
加
古
川
ウ
ェ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
大
会

並
び
に
第
19
回
兵
庫
県
芸
術
・
文
化
祭
が
、

県
下
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
と
そ
の
団
体
の
関
係
者
な
ど
の
参
加

を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
福
祉
大
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
の
身
体
障
害
者
団
体
の
育
成
強
化
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
へ
当
協
会
の
理
事

長
表
彰
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
身
体
障
害
者
支
援
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
、
木
村
理
事
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
深
く
感
謝
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
表
彰
受
賞

者
を
ご
推
薦
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
団
体
や
関
係
者

の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
地
域
身
体
障
害
者
団
体
育
成
功
労
者
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
２
０
名

佐
藤　

孝
則　
　

濱
上　

絹
代

吉
原　
　

勝　
　

上
田　

春
美

西
岡　

良
子　
　

濵
﨑　

幸
好

中
山
文
美
代　
　

足
立
美
佐
代

朝
井
か
づ
み　
　

梶
田　

市

し
た
。

　

後
半
は
、
元
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
日
本

代
表
の
伊
藤
真
波
さ
ん
の
奏
で
る
、
思
わ
ず

聞
き
入
っ
て
し
ま
う
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色

と
、
障
害
を
負
っ
た
失
意
の
ど
ん
底
か
ら
不

安
や
葛
藤
を
乗
り
越
え
、
夢
を
実
現
し
て
き

た
体
験
談
に
、
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

出
演
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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す
る
各
関
係
省
庁
か
ら
の
回
答
が
「
日
身
連

要
望
事
項
回
答
文
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
大
会
宣
言
」
と
し
て
「
私
た
ち

の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い
で
」
と

い
う
障
害
者
権
利
条
約
の
精
神
の
も
と
、
障

害
当
事
者
の
立
場
か
ら
主
体
的
に
諸
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
障
害
者
の
福
祉
の
充
実

と
向
上
の
た
め
に
一
致
団
結
し
て
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
、
誓
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
「
大
会
決
議
」
で
は
、
①

障
害
者
権
利
条
約
の
規
定
を
反
映
し
た
高
水

準
の
障
害
者
施
策
の
推
進
、
②
障
害
者
差
別

解
消
法
の
改
正
法
が
令
和
６
年
４
月
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
へ
の
要
望
、
③
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
地
域
間
格
差
の
是
正
、
④
障
害
者
相
談
員

の
身
分
等
法
制
度
の
充
実
強
化
、
⑤
障
害
者

雇
用
の
促
進
強
化
と
雇
用
継
続
の
た
め
の
助

成
制
度
の
充
実
、
⑥
障
害
者
・
高
齢
者
等
の

移
動
の
円
滑
化
の
た
め
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
確
実
な
取
り
組

み
、
⑦
災
害
対
策
会
議
、
委
員
会
に
障
害
者

団
体
の
代
表
及
び
障
害
者
相
談
員
の
参
加
を

義
務
付
け
し
、
要
援
護
者
の
名
簿
共
有
が
で

き
る
防
災
減
災
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
⑧
重

度
障
害
者
助
成
制
度
等
市
町
村
単
独
給
付
金

や
普
通
調
整
交
付
金
が
減
額
さ
れ
な
い
よ

う
、
国
制
度
と
し
て
の
創
設
、
⑨
教
育
に
お

い
て
障
害
の
理
解
を
深
め
る
「
心
の
バ
リ
ア

　

令
和
５
年
10
月
16
日（
月
）、日
身
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
第
43
回
福
祉
大
会

及
び
第
25
回
相
談
員
研
修
会
が
、
京
都
テ
ル

サ
に
お
い
て
、
京
都
府
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
主
管
の
も
と
、近
畿
各
地
か
ら
約
５
０
０

名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
福
祉
大
会
は
、
近
畿
府
県
・
政
令

指
定
都
市
の
身
体
障
害
者
団
体
の
代
表
並
び

に
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
で
あ
る
障
害
者
の
完
全

参
加
と
平
等
を
促
進
し
、
身
体
障
害
者
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

主
管
団
体
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
な
ど
か
ら
始
ま

り
、
前
年
度
決
議
事
項
処
理
報
告
、
大
会
宣

言
、
大
会
決
議
と
議
事
が
進
み
ま
し
た
。

　
「
前
年
度
決
議
事
項
処
理
報
告
」
で
は
、

日
身
連
の
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
提
出
さ
れ

た
要
望
事
項
が
「
日
身
連
要
望
事
項
」
と
し

て
国
の
関
係
省
庁
（
厚
生
労
働
省
23
項
目
、

内
閣
府
11
項

目
、
国
土
交
通

省
５
項
目
、
総

務
省
２
項
目
、

文
部
科
学
省
２

項
目
、
農
林
水

産
省
１
項
目
、

警
察
庁
２
項

目
）
に
提
出
さ

れ
、
こ
れ
に
対

フ
リ
ー
」
学
習
の
充
実
強
化
な
ど
、
計
14
項

目
が
、
国
や
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
事
項

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
福
祉
用
具
専

門
官
の
徳
井
亜
加
根
氏
か
ら
、「
補
装
具
費

支
給
制
度
等
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
用
具
（
福
祉
用
具
法
第
２
条
）
の
定

義
か
ら
始
ま
り
、
補
装
具
と
日
常
生
活
用
品

と
の
違
い
、給
付
基
準
や
支
給
制
度
も
交
え
、

普
段
の
お
仕
事
の
様
子
を
お
聞
き
す
る
と
と

も
に
、
補
装
具
費
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ

る
方
が
ど
の
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
る
か
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、

個
々
の
筋
力
や
活
動
レ
ベ
ル
を
考
慮
し
て

パ
ー
ツ
も
選
ん
で
お
り
、
同
じ
障
害
で
も
個

人
の
障
害
特
性
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

が
違
う
ケ
ー
ス
等
、
様
々
な
相
談
事
例
を
あ

げ
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
は
、

会
場
か
ら
多
数
の
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、

大
変
熱
気
を
帯
び
た
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
７
日
（
火
）
兵
庫
県
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
、
み
ん
な
の
声
か
け
運
動　

秋
の
一
日
福
祉
体
験
「
車
い
す
に
乗
っ
て
み

よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
声
か
け
運
動
出
前
講
座
講
師
で

あ
り
、
車
い
す
常
用
者
の
濱
田
宗
則
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
街
中
で
の
車
い
す
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
後
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
横
の
公
園
に
出
て
、
車
い
す
操

作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
の
後
は
部
屋
に
戻
り
、
車
い
す
の
乗

車
と
介
助
の
体
験
を
踏
ま
え
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
の
受
講
動
機
は
様
々
で
し

た
が
、濱
田
講
師
の
気
さ
く
な
人
柄
も
あ
り
、

普
段
は
聞
け
な
い
よ
う
な
こ
と
（
車
い
す
の

ト
イ
レ
事
情
や
障
害
を
持
つ
家
族
・
友
人
と

の
関
わ
り
方
な
ど
）
も
話
し
合
え
る
、
い
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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ひょうご

障 害 者

と あわ

しょう がい しゃ

そう だん しつ

　

令
和
５
年
11
月
８
日
（
水
）、
三
木
総
合

防
災
公
園
に
お
い
て
、
第
30
回
兵
庫
県
身
体

障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、県
内
各
地
か
ら
12
チ
ー

ム
総
勢
１
１
０
名
が
参
加
さ
れ
、皆
様
大
い
に

楽
し
ま
れ
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
段

階
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

ブ
ロ
ッ
ク
や
関
係
者
の
皆

様
、
遠
方
か
ら
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
チ
ー
ム
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
明
石
市
、
加
古
川
市
が
加
わ

り
、
東
播
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
に
ぎ
や
か
に
事

業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
事
業

と
し
て
、
兵
身
協
東
播
地
域
の
身
体
障
害
者

の
交
流
と
生
活
行
動
訓
練
へ
の
取
り
組
み
を

目
的
に
、
令
和
５
年
11
月
25
日
（
土
）、
兵

庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
西
区
）
に

お
い
て
、「
芋
よ
う
か
ん
作
り
体
験
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
会
で
は
女
性
陣
主
導

の
も
と
、紅
芋
よ
う
か
ん
と
芋
よ
う
か
ん（
２

色
）
を
手
作
り
さ
れ
ま
し
た
。
固
ま
っ
た
り

固
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
手
作
り
な
ら
で
は
の

体
験
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
芋
よ
う
か
ん
作
り
を
体
験

さ
れ
た
方
が
多
く
、
出
来
た
よ
う
か
ん
を
各

チ
ー
ム
見
比
べ
た
り
、
味
見
を
し
た
り
と
、

活
況
を
呈
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
は
地
域
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

競
技
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

団
体
の
部

　

優　

勝　

加
西
市
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

南
あ
わ
じ
市
西
淡
支
部
チ
ー
ム

　

第
三
位　

南
あ
わ
じ
市
南
淡
支
部
チ
ー
ム

個
人
の
部

　

優　

勝　

興
津　

祐
一

　
　
　
　
　
（
西
淡
支
部
チ
ー
ム
）

　

準
優
勝　

丸
谷　

芳
生（
加
西
市
チ
ー
ム
）

　

第
三
位　

稲
見　

彰
奏（
三
木
市
チ
ー
ム
）

加西市チーム

南淡支部チーム

西淡支部チーム
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